
OECD 病理所見ピアレビューガイダンス文書 5 団体協議 

 

日時：2013 年 10 月 11 日（金）13:00～16:00 

場所：製薬協 5 階 政策研会議室 

 

出席者： 

JSTP  大石裕司様（アステラス製薬）、寺西宗広様（第一三共）、原田孝則様（残留農薬研） 

安研協 坂本 貢様（イナリサーチ）渋谷 一元様（日生研） 

医機連 坂口 圭介様（テルモ） 

JSQA  伊藤 吾朗様（鳥居薬品） 

製薬協 中村 和市（塩野義製薬）、大瀧 清（中外製薬） 

議事次第： 

１．毒性病理学会（STP）の最近の動向 

ヨーロッパの STP と国際 STP の会議が開かれ、本件に関する協議が行われた。その結果、

各国のSTPのヘッドが署名したコメントレターをOECDにリリース前に提出することとし、

作業を急いでいる。 

 

２．4 団体協議結果と JSTP との間で意見交換を行い、この結果をまとめて次の PMDA か

らの説明会でぶつけることとした。（別紙） 

  


